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　数十年前には，国際学会で外国に行くことは言葉や経済的なことなどから一大事業で
した。しかし，最近はそれらの環境が変化したことも手伝って，外国で開催される国際
学会に以前より多くの日本人が出席するようになりました。国際交流や諸外国の状況を
みるには大変に良い機会であり，おおいに推奨されるところです。
　外国の学会に参加するのは当然学術的な意味が第一義ですが，同時にその国や都市を
見，体験することも大切なことです。休憩時間などに学会場を出て，自分の足で街中を
歩いてみたりするのも良い経験になります。
　さて，外国に行ってときどき感じることがあります。例えば，東京の地下鉄や多くの
公共の場所には，日本語に加えて英語の表記がありますが，最近ではそれに韓国語（ハ
ングル）や中国語が加わっています。韓国や中国，台湾からの旅行客が多くなっている
証です。しかし，例えば日本人旅行客の多いソウルはどうかというと，ホテルやデパー
トなどと違い，公共の場所ではハングルと英語，たまに中国語表記はありますが，日本
語表記は見かけません。ソウルの町には，日本人観光客があふれているのですが。これ
には，国策が関係しているのだと思いますが，われわれ日本人の一般的な感覚とかけ離
れた部分のあることを知ることも大切なことです。そのような状況から，国というもの
はどのようなものかを学びながら，外国や外国人に接しなければなりません。日本の外
交の拙さも，このような部分の欠けた，ある種のお人よしによるところが大なのではな
いでしょうか。国と国との関係はこのようなことの延長上にあり，日本の国益に照らす
とどうであるかを，何をするにも常に考える必要があると思います。もちろん，個人同
士の付き合いでは，そのようなことは考えませんが。
　また，少し以前に，オランダの夏の休養地（観光地）で学会があったとき，その場所
が観光地であることから，ご多分にもれずホテルの前には世界各国の国旗がはためいて
いました。オランダ王室と日本の皇族は相互訪問をしているような間柄ですし，日本人
の観光客も多いのですが，残念ながら日本の国旗はありませんでした。その後，ある人
に聞いたのですが，第二次世界大戦時に，オランダの植民地が日本軍に占領された際，
戦時中ですからいろいろのことがあり，その時のことがいまだに尾を引いているという
のです。日本人は，昔のことは良いことも悪いことも水に流して，というところがあり
ます。それはそれで大変に良いことだと思いますが，外国人もそう思っているかといえ
ば全く違うということに心して対応しなければなりません。
　国と国という大きな話になりましたが，このことは個人と個人の間でも少なからず関
係します。それぞれの個人には，それまでの歴史があり，やはり個人の利益が優先され
ることが多いことを考えていなくてはなりません。そのうえで，自分の意思や主張を展
開しないととんでもないことにもなりかねません。話を論文に移しますが，論文を書く
ことは一方では本人の広い意味での利益になります。しかし，その利益が他人（読者）
の利益にも繋がっているかということも十分考える必要があります。自分の立場や考え
方が読者に伝わるように，読者のことを考えつつ，自分に利益を生むような論文を作成
してもらいたいと思っています。多少，抽象的になりましたが，編集子の述べたいこと
はわかっていただけたと思います。
 （八木聰明）
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